
精華町子どもの読書環境整備５か年計画（第五次）
せいかちょう こ どくしょかんきょうせ い び ねんけいかく だい ご じ

【概要版】
がいようばん

本 町 では、平 成１８年度に「読書で描こう せいか未来図～
ほんちょう へいせい ねんど えが みらいず

精華町子どもの読書活 動 推 進計画～」を策定し、平成１９年度
かつどうすいしん

からは「精華町子どもの読書環境整備３か年計画」を、平成２２年度からは、第二次となる５か年
に

計画を策定し、今 日まで改 訂を重ね、子どもの読書環境整備に取り組んできました。令和６
こんにち かいてい かさ と く れいわ

年度をもって第四次計画期間が 終 了 するため、このほど、国の計画改 正の趣旨や、計画の
よ きかん しゅうりょう くに かいせい

進 捗 状 況 などを踏まえて計画の見直しを 行 い、第五次計画を策定しました。
しんちょくじょうきょう ふ みなお おこな

平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関す
がつ かん

る法 律」が施行され、子どもの読書活動推進に関する
ほうりつ しこう

基本理念と国や地方 公 共 団 体の責務、事 業 者の努 力や保護者の役 割などが明らか
きほんりねん ちほうこうきょうだんたい せきむ じぎょうしゃ どりょく ほごしゃ やくわり あき

にされました。これを受けて、国は、平成１４年８月に「子どもの読書活動の推進に関する基本的
う てき

な計画（以下「基本計画」という。）」を策定し、第五次基本計画（令和５年度～令和９年度）に基
い か もと

づいた取 組が進められています。また、京 都府でも、平成１６年３月に「京都府子どもの読
とりくみ すす きょうと

書活動推進計画(以下「推進計画」という。）」を策定し、第五次推進計画（令和７年度～令和１１

年度）による取組が予定されています。本町の第五次計画は、これらの国や府の計画の動 向を踏
よてい どうこう

まえたものとなっています。

令和７年度から令和１１年度までの５年間
かん

１．計画策定の趣旨
さくてい しゅし

２．国・府の施策との関連
ふ しさく かんれん

３．計画期間



方 策の追加
ほうさく ついか

(1)多様な子どもたちの読書機会の確保
たよう きかい かくほ

・多様な児童生徒の可 能 性を引き出す
じどうせいと かのうせい ひ だ

蔵 書の 充 実
ぞうしょ じゅうじつ

・ 障 害 のある子どもに沿ったサービスの
しょうがい そ

展 開（バリアフリー図書の定期的・継 続
てんかい としょ ていき けいぞく

的な 収 集 、障害のある子どもや家族、
しゅうしゅう かぞく

関 係 者など当事者の意見の 徴 取 及
かんけいしゃ とうじしゃ いけん ちょうしゅおよ

び取組検 討、サピエ図書館によるデイジ
けんとう かん

ー図書などの活 用）
かつよう

・多くの子どもが絵本に出会うきっかけと
おお えほん で あ

なるよう、妊婦や保護者にむけた絵本
にんぷ

紹 介 など、大人への啓 発
しょうかい おとな けいはつ

(2)デジタル 社 会 に 対 応 した読書環境の
しゃかい たいおう

充実

・図書館システムでの貸 出や読みたい本の
かしだし よ

記 録 機 能の活用による読書 習 慣 の
きろくきのう しゅうかん

醸 成
じょうせい

・オンラインによる読書会

・デジタルアーカイブの活用検 討
けんとう

・図書館システムにおける Ｉ Ｃ Ｔ
あいしーてぃー

導 入 に 関 する、 学 校 教 育 課 との
どうにゅう かん がっこう きょういくか

具体的 情 報 収集
ぐたいてきじょうほう

(3)子どもの視点
してん

・児童生徒のニーズの選 書への反映
せんしょ

・子どもの意見を踏まえた取組の実施、
いけん じっし

企画 段 階からの子どもの参 画 促 進
きかくだんかい さんかくそくしん

(4) 資 料の計画的整備
しりょう

・保育所や幼稚園における、保護者や園児
ほいくしょ ようちえん えんじ

との対話を通じた読書環境の把握
たいわ つう はあく

・子どもが郷 土資料を検 索しやすい環境
きょうど けんさく

づくり

(5)図書館および学 校図書館の運 営充実
がっこう うんえい

＜図書館＞

・ 研 修 などを通じた図書館 職 員 の児童
けんしゅう しょくいん

サービスの専 門 性の 向 上
せんもんせい こうじょう

・自 習 可能 席の開 放
じしゅうかのうせき かいほう

＜学校＞

・移行期（ 入 学 時など）のオリエンテーシ
いこうき にゅうがくじ

ョンの実施

(6) 団 体の連 携 促 進
だんたい れんけいそくしん

・ 公 立 ・私立の 別 や、 所 管 を越えた
こうりつ しりつ べつ しょかん こ

協 力 ・連携方 法の検討
きょうりょく ほうほう

４．主な変更点
おも へんこうてん


